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(Schrein)として， 存在の本質的に現成するもの (dasWesende des Seins) 
を蔵し (bergen)J そういう無の Schrein として「存在の真性を蔵している
山並みJ (Gebirg des Seins) (V.A.177) である。死は存在それ自身の秘密
(Geheimnis)を蔵しているのである。それ故， 存在それ自身が覆蔵されてい
る (Verborgenheit)時に， まして存在それ自身が忘れられていることさえも
忘れられている時に， 帰郷 (Heimkehr)(V. A. 68) の路を歩まんとするもの




根本経験がいつか「存在の本質」の所在 (Ort) を教え， 秘密に親密となる
(heimisch werden)ことを教えるかもしれないのである1)。それ故 Heidegger
は言う。 i存在の本質の所在究明 (Erorterung)の中へと通ずる道の途上に於










































































































































存在は本質上彼の可能性 (seineMoglichkeiのであり， しかも現存在は， 直
前に在って更に付け足しとして或ることをなし得ることを所有しているという
様なものではなくして， 第一次的に可能的に存在すること (Moglichsein)で








ているところの理解しつつ在り得ること (verstehendesSeinkδnnen dem es 
um sein Sein selbst geht)J (S. Z. 231)と。これを Heideggerは実存という




























Verfahren) (S. Z. 230)をしており， その解釈は現象学的解釈である。それで
はこの理解と解釈とは如何なる関係にあるのであろうか。理解は開示するとい
















実存論的分析論の展開に於いては， その地盤， 事実 (Faktum)となるのは前
存在論的ではあれ状態的理解とL、う開示性でなければならない。そうしてその
展開は， 実際そうし、う地盤に基づいて現象学的に遂行され「自己を示すもの







































( vorlaufende Entschlossenheit)に他ならない。 I現象的に根源的に時間性
が経験されるのは現存在の本来的に全体で在ることに即してであり，つまり先


































































































ただ実存的な死への存在に於いてのみ在る (Daseinsmasigaber ist der Tod 
nur in einem existenziel1en Sein zum Tode)J (S. Z. 234)と。死は在る。
Lかもその死は誰の死でもない死ではなくして， 自己の死であり，実存的な
「死への存在」に於いてのみ在る。この様に死とは自己の実存と共に「ある」






死する (sterben)J(S. Z. 259)とし、う事が言われ得るのである。だから同じこ
とであるが， 現存在の有限性 (Endlichkeit)という事が言われでも， 何時か
絶命するであろうところの現存在について有限性だというのではなくして，現
存在のまさに実存の当処に於いて，即ち死というかれの終末ヘ関わりつつ在る














(sich freigeben fur den Tod) (S. Z. 264)自己が死に向って余すところなく
開かれ切って在ること (Entschlossenheit)に於いて，その意味での「死への





しかも確実として不定な追い越し得ない可能性 (dieeigenste， unbezugliche， 
gewisse und als solche unbestimmte， unuberholbare Maglichkeit des 

















“Uber den Humanismus"としづ論文に於いて vermogen-mogen-moglich-
Sein selbstという緊密な関係から Moglichkeitという事に言及している (U.
H. 7， 8)。そこでは一一mogen(好む，大切にし愛する〉とは根源的には「本質
を贈ること (dasWesen schenken)Jである。それは，或るものをその由一来
(Her-Kunft) 0こ於いて本質的に現成せしめるところの， つまり， 存在せしめ
得る (seinlassenkonnen)ところの「能くするという能力 (Vermogen)Jの
本来的な本質である。この Vermogenが本来的に可能的なるもの(Mδglichめ
である。 i本来的に可能にするもの (daseigentlich Vermδgende)J即ち能
力 (dasV ermogen)としての存在は「可能的なるものの静かな力 (diestil1e 












事に於いて「大切にし愛する (mogen)j時， 死は「可能性 (Moglichkeit)j






能性として開け放し 解き放す (freimachen) (S. Z. 262)のが， 先駆的決意
性とし、う現存在の本来的在り方であり，そこに於いて死が，あらゆる覆蔽をも
打ち破って，現存在の実存を支配する威力と成り (machtigwerden)(S. Z. 310) 
得るのである。 r死への存在に於いて(死という〉可能性は弱められることな
しに可能性として理解され，可能性として徹底的に形成され，可能性としてあ


























め，その根源から開示される「世界としての世界 (dieWelt als Welt)J (S. 
Z.187)として端的に関心となると同時に問いと化す。即ち日常的世界がその自
明性を剥奪され， I存在の間し、」の現前とーに於いて，根底に聞いを含んだ




それ自身の内で崩壊し (zusammensinken)(S. Z. 273) I没交渉な可能性の内ヘ
先駆することは，先駆する存在するものを，彼の最も自己的な存在を彼自身か
ら彼自身にもとづいて引き受けることの可能性の内へ否応なしにもたらす。」











zeitigen der Zeitlichkeit)J と呼び「関心の意味」として規定するのである
が，当面の連関から言えば，死という壁に突進し衝突し投げ返される事に於い
て初めて根源的に経験される現存在の存在の根本「動性 (Bewegtheit ) Jに他
ならないであろう。
かく見てきた様に， 現存在は「彼の現それ自身から発源する不断の脅威




































それが呼ぶ (Esruft) (S. Z.275)。私の内から，私を超えて， しかも期待に
反して， 更に意、に反しでさえも， それは呼ぶ。この非人称主語として呼ぶ者
は，彼が誰であるかという点では世間的には(weltlich)何ものによっても規
定されていない (durch nich ts) (S. Z. 276)。それでは一体 Esとして呼ぶ者
(der Rufer)は誰か。 Esとして「呼ぶ者は，彼の不気味さの内にある現存在
(das Dasein in seiner U nheimlichkeiのであり， 家舎に=存在せず (Un-
zuhause)として根源的に被投的に， 世界の=内に=存在することであり，世






















格〉の根拠で在ること (Grundseinfur ein durch ein Nicht bestmmtes 































































「無の内へ投げ入れられ差しかけられて在ること (Hineingehaltenheitin das 
Nichts)J (W. M. 32)の一端をめぐ、って究明したにすぎない。即ち「存在する
ものの只中に於ける人間の無なること (Nichtigkeit)が初めて問題となり得る
















く (er-fahren)という謂いである。 Heideggerの思惟は経歴しつつ (er-fahren) 
道を開拓しつつ歩んで行くという性格を非常に強く持っている。
2) r存在の問い」は後期に於いては「存在の真性への聞い (Fragenach der Wahr-
























間である。 r脱白的時間性が Daを根源的に明け聞いている (lichten)oJ (S. Z. 
351)換言すれば「現存在は時間性的現存在として脱自的に聞かれ (offen)て在






nach dem Sein) ことである。ともかく Heideggerに於いては Fragen とは
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